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研究成果の概要（和文）：本研究の成果はおおむね以下 3つの領域に分けられる。（１）アメリ
カ創作科カリキュラムが戦後アメリカ文学にどのような影響を及ぼしたのか歴史的調査および

具体的に小説作品を検証することによって得られた成果、（２）創作科カリキュラムの国際化・

多文化化に伴う翻訳の重要性に関わる研究および実践、（３）創作科教授法と文学批評理論を実

験的文学授業に於いて相互補完的に実践したことによって得られた成果。 
 
研究成果の概要（英文）：The results of this study may be categorized into the following three 
fields: (1) Researches on the influences of creative writing curriculum on the post-war 
American literature both in history and in critical studies of particular fiction works; (2) 
Translation studies and practices based on the internationalization and 
multi-culturalization of creative writing curricula around the U.S. and the world; (3) 
Experimental teaching of literature based on the comparative studies of creative writing 
pedagogy and literary theories.  
 
交付決定額 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合	 計 
２００９年度 1,100,000	 330,000	 1,430,000	 

２０１０年度 800,000	 240,000	 1,040,000	 

２０１１年度 800,000	 240,000	 1,040,000	 

２０１２年度 700,000	 210,000	 910,000	 

	 	 年度 0	 0	 0	 

総	 計 3,400,000	 1,020,000	 4,420,000	 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文学、英米・英語圏文学 
キーワード：文学批評・文学理論・アメリカ文学・クリエイティヴ・ライティング 
 
１．研究開始当初の背景 
 
アメリカ全国の大学に展開する Creative 
Writing Program（以下「創作科」）は今日全
米で 300以上の大学に設置され、作家のみな
らず、研究者、編集者、さらに多くの創作科
教員を産出し続け、一世紀ほどで巨大な文

化･教育システムへと成長した。創作科につ
いて個々の作家伝記研究で短く言及される
ことはあっても、創作科の機構とカリキュラ
ムそのものが、現代アメリカ文学の展開と研
究に果たした役回りが本格的に検討される
ことは、米国内でもほとんどない。第二次世
界大戦後の主要な純文学作家のほとんどが
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何らかの形で創作科とかかわりをもったこ
とがあること、創作科の有効性についていま
なお議論が絶えないこと、そして創作科が米
国に独自の芸術教育システムであることを
慮れば、創作科の歴史・機構とその思想の研
究は、アメリカ文学研究に貢献するところが
あると期待された。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的を、以下、（１）歴史的研究、（２）
文学批評に関する研究、（３）アメリカ文学
と世界文学との関係についての研究の観点
からまとめる。 
 
（１）	 歴史的研究 
創作科の起源および通史を論じた研究書は
非常に少ない。そのなかで D. G. Myers著、
The Elephants Teach: Creative Writing 
Since 1880 (Englewood Cliffs: Prentice 
Hall, 1996) は、豊富な書誌・史料に基づい
て歴史を記述するのみならず、創作科の根底
をなす教授哲学についても示唆に富んだ学
説を提供している。Myer によれば、今日の
大学院創作科は、1930 年前後にアイオワ大
学 で 始 ま っ た 、 新 人 文 主 義  (New 
Humanism) 者 Norman Foester 主導の実
践的文学教育を起源とするが、その急速な発
展には新批評 (New Criticism) の果たした
役割が大きい。新批評の精読技術、批評用語
が作品合評できわめて有用であったばかり
か、歴史的・社会的文脈とは切り離して、文
学作品をひとつの自立したテクストとして
見なす態度が、建設的な作品批評を目指すワ
ークショップの哲学として受け入れられた
からである。この点に関しては、教授経験の
ある作家の評論、創作科の教科書、また創作
ワークショップの運営ルールなどから、今日
なお実証的な検証が可能であると考えられ
た。 

 
（２）	 文学批評に関する研究 
新人文主義を生みの親とし、新批評を育ての
親として急速に発展した創作科は、60年代以
降、脱構築をはじめとする現代批評理論が台
頭するにつれ、芸術作品の自立性を至上の命
題としない文学研究への違和感をはっきり
と表明するようになってゆく。また、「作者
の死」や受容理論が文学を読む前提として受
け入れられるようになり、理論的進歩にあた
かも背を向けるかのような、実践主義的創作
科擁護論者は、保守旧態・反知性主義だと大
学内部から批判をうけることとなる。特に創
作科批判の言説は幅が広く、慎重な分析を要
する。現代批評理論からの見地だけでなく、
後期ロマン主義思想の産物である作家天才

論から、現代出版業界批判、フェミニズムや
ポスト植民地主義の影響で多様化したアメ
リカ作家の現状を文学衰退の兆候と見るも
のまで、さまざまである。こういった論争の
構図をつまびらかに調査して明らかになる
のは、現代アメリカ文学の諸相だけではない。
国家や民族共同体のかたちが急速に変化し、
伝統的国民文学の概念では現代文学のモデ
ルを示すことが難しい今日、実作者、批評家
双方の新たな役割を模索することができる
のではないか。 
 
（３）	 アメリカ文学と世界文学との関係
についての研究 
アメリカの創作科は現在世界中から学生を
集めている。そのなかには、成人してから英
語で書くようになった者も少なくない。また、
以前はアメリカに特有であった創作科がほ
かの国々にも増えてきた。イギリスの Bath 
Spa Universityの大規模な創作科大学院、日
本の大学に新設されるクリエイティヴ・ライ
ティング学科などがその例である。このよう
に、アメリカの創作科では内部の多国籍化、
そして外部への展開と二重の国際化が進行
している。また、アメリカの大学では、翻訳
論研究、翻訳技術養成プログラムが増える傾
向にある。そして、文芸翻訳カリキュラムの
多くが、創作科内に設置される形で展開して
いる。創作学会では、翻訳に関する研究発表
が増えてきた。世界文学と翻訳が不可分の関
係にあることからも、翻訳をきっかけとした
新しい文学の発掘・創造に意識的であるのが、
今日のアメリカ文学界であるといえる。創作
科がもともときわめてアメリカ的なプログ
ラムであったとするならば、今日英語一極化、
グローバル化の波に乗って、その思想が世界
の文学の形に影響を与えていることは、批判
検証に値すると考えられた。 
 
以上、本研究は、創作科の教授哲学・歴史と
その意義をめぐる言説を実証的に検証し、20
世紀初頭から現在に至る文学に与えた影響
を、批評理論との関わりにおいて、多角的に
検討することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究をすすめるにあたっては、（１）資料
収集と整理（２）実証研究および作家研究
（３）学会活動と海外の研究者および創作科
関係者との協力（４）実験授業の実践の方面
からアプローチを行った。	 
	 
（１）資料収集と整理	 
創作科論争・創作科教授法に関する文献、新
聞・雑誌記事、書籍、とくに創作の古い教科



書を閲覧・入手し、テーマ等によって整理を
行った。2009 年秋には、全米ではじめて創作
科の設置されたアイオワ大学を訪問し、Paul	 
Engle についての特別コレクション、および
国際創作プログラムに所蔵されているアー
カイヴを閲覧した。また、学生助手の協力を
得て創作科に関するすべての資料をデータ
ベース化した。	 
	 
（２）実証研究および作家研究	 
現在における基本文献の内容について、一次
資料を参考に検証した。また、創作科をめぐ
る論争については、集めた文献をもとに、分
類・分析を行い、論争の構図を明らかにして
いった。本研究代表者が今まで研究してきた
現代小説家（Kurt	 Vonnegut,	 John	 Barth,	 
Bharati	 Mukherjee,	 J.	 M.	 Coetzee）	 はす
べてアメリカの創作科となんらかの関わり
を持っていた。このことからもわかるように、
現代作家を研究する上で、創作科とのつなが
りは見逃せない。戦後アメリカの小説家の作
品が創作科教授理念の理想と現実をどのよ
うに反映しているかテクスト研究を行った。	 
	 
（３）学会活動と海外の研究者および創作科
関係者との協力	 
	 文学やアメリカ研究についての学会のみ
ならず、創作関係の学会やアメリカ以外の文
学も扱う学会など、できるだけ多様な発表先
を意識することで、視点の違った発表を心が
け、様々なフィードバックを得られた。	 
	 また、ブラウン大学創作科の Forrest	 
Gander 教授、ベロイト大学の Fran	 Abbate 助
教授、などアメリカの創作科で教えている研
究者、詩人、作家と連携することで、創作科
の現在および教授理念、問題点を参与観察的
手法を用いて検証した。	 
	 その他の協力体制としては、日本現代詩の
英訳という共同作業を実践することで、翻訳
と創作の関係についての考察を深めること
ができた。	 
	 
（４）実験授業の実践	 
	 本研究代表者は文学部で英語教育に携わ
るとともに、大学設置の教養研究センターお
よび外国語教育研究センターで実験授業に
協力してきた。今回の研究成果は単に論文と
して発表されるだけでなく、教養研究センタ
ーの協力を得て、書くことと読むことがより
有機的に結びつき、学生の自発的「気づき」
につながるような、教養文学授業を提案とい
う形でも実践されるべきだと考えている。具
体的には、実験的文学テクストを朗読するこ
とで、黙読では得られない身体性を帯びた洞
察をきっかけに、学生の創作作品執筆をうな
がし、劇作家・演出家とのワークショップを
経て、作品を実験的朗読劇として発表する授

業、およびに、なれない外国語で創作演習を
することで、母語についての言語感覚を新た
にする授業というふたつの実験授業を行っ
た。	 
	 
	 
４．研究成果	 
	 
本研究の成果はおおむね以下 3つの領域に分
けられる。（１）アメリカ創作科カリキュラ
ムが戦後アメリカ文学にどのような影響を
及ぼしたのか歴史的調査および具体的に小
説作品を検証することによって得られた成
果、（２）創作科カリキュラムの国際化・多
文化化に伴う翻訳の重要性に関わる研究お
よび実践、（３）創作科教授法と文学批評理
論を実験的文学授業に於いて相互補完的に
実践したことによって得られた成果。	 
	 
（１）は主に論文や学会発表・講演の形とし
ての成果を生み出した。2009 年度から 2012
年度についての成果は下記の記録を参照し
ていただきたい。たとえば、2010 年 11月に
三田文学会のシンポジウムで外国文学ある
いは外国語が日本文学の創作・発展に果たす
役割をアメリカ文学研究の成果もとりいれ
考察する発表を行った。シンポジウムではフ
ランス現代文学についても同様に書き手の
多様化・多文化化が指摘された。今後これら
の成果を元に書籍をまとめることが課題と
なる。 
	 
（２）については、実際に大学で創作を教え
ているアジア太平洋および、米国の詩人・作
家・劇作家との意見交換や共同作業の形で成
果があらわれた。	 
	 まず、本研究代表者の本務地で定期的に詩
の朗読会を複数回開催できた。たとえば、
2010 年 10月末には、米国ブラウン大学のフ
ォレスト・ガンダー教授および早稲田大学の
フランク・ヴィラン准教授を招聘し、「言語
を横断する詩の試み」と題して、詩人野村喜
和夫、中保佐和子、永井真理子氏らとともに
朗読会と交流会を行った。2011 年 7 月には、
「空に書く・水に書く」と題して、北フロリ
ダ大学准教授のクラーク・ランベリー氏を招
聘し、インスタレーション、朗読会および講
演会を行った。 
	 これらの意見交換、相互交流の結果、日本
の実験的現代詩や現代劇を英語に共同翻訳
するという新たな「クリエーション」も実現
した。たとえば、フォレスト・ガンダー教授
との共訳で 2011年に出版した野村喜和夫著 
Spectacle & Pigsty は、2012年に米国ローチェ
スター大学から 2012年最優秀翻訳書賞（詩
部門）を受賞した。また、劇作家アンディ・
ブレイガン氏との共訳、永井愛著 Women in a 



Holy Mess （『片づけたい女たち』）もまた
日本で二カ国語版として出版された。 
	 翻訳作業で得た知見は、アメリカの大学で
の講演やアジア太平洋創作学会で成果とし
て発表した。 
 
（３）については、主に、慶應義塾大学文学
部設置の全学部向け教養授業「文学」におけ
るふたつの実験授業の実践が主な成果であ
った。ひとつは、「読書から朗読そして創作
へ」と題し、実験的文学テクストを朗読する
ことで、黙読では得られない身体性を帯びた
洞察をきっかけに、学生の創作作品執筆をう
ながし、劇作家・演出家とのワークショップ
を経て、作品を実験的朗読劇として発表する
授業である。この授業は 2011 年度春学期お
よび 2012 年度秋学期に実施した。どちらの
年度も劇作家・演出家の松田正隆氏を招聘し
ワークショップを行い、成果は「都市日記慶
應日吉キャンパス」というタイトルの朗読パ
フォーマンスとして発表した。もうひとつの
授業は「外国語から始めるクリエイティヴ・
ライティング」という副題で 2011 年度秋学
期および 2012 年度春学期に行った。なれな
い外国語でフリーライティングや定型詩と
いった創作演習を行い、その過程と成果を学
生同士のワークショップで評価することで、
母語についての言語感覚を見直し、新たにす
ることが目標となった。これらの授業におけ
る学生創作作品は文集『声と振動』として
2012 年にまとめられた。	 
	 また、2012 年度、10 月から	 3 月にかけて
は、オハイオ北大学の舞台芸術専攻との連携
も始まった。	 
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